
EXCEL VBA
ユーザーフォーム



今後の計画

• ユーザーフォームのボタンを使用する。 自販機は一旦終了。

• 健康管理プログラムに向けて、学ぶ。

• ユーザーフォーム部品の値の代入
• 最終行の次の行に追加するプログラム
• いろんなグラフの作り方



EXCEL VBA 健康管理プログラム



Range("A1").Value="エクセル"
Cells(1, 1).Value="エクセル"

A1セルに"エクセル"と入れる場合。

Range("A1:B2").Value="エクセル"
Range(Cells(1,1),Cells(2,2)).Value="エクセル"

A1～B2セル（４つのセル）に"エクセル"と入れる場合。

Rangeは、セル範囲（複数セル）を扱う時に使用します。
もちろん単一セルでも使いますが、
その場合は、行列を指定するCellsを使う方が多いです。

RangeとCellsの違い



ユーザーフォームとは?

ユーザーフォームとはユーザーが自由にカスタマイズできるダイアログボックスで
す。ユーザーフォーム上にはボタンやテキストボックスなどのActiveXコントロー
ルを自由に配置することのできます。
ユーザーフォームを使用することで、エクセルの操作になれない人でも操作
方法が視覚的に分かりやすいインターフェースを提供できます。

誤入力場所や誤上書きなどを防ぐ
アプリケーションの見映えをよくする。
リストを選択や最後尾行検索で、入力作業が簡便に。

ダイアログは、対話という意味で、
ダイアログボックスとは、利用者に
何らかの入力を促す矩形のウィンドウ。



住所録の求められるもの
• 各項目は、Wordの差し込み印刷に準じている。
• 継続して追加していくもので、そして修正できる構造が必要。



VBEの起動

「開発」タブの「Visual Basic」を
クリックして,VBE(エディタ）を起
動します。

または、ショートカットキー「Alt」
＋「F11」でVBEを起動します。



住所録シートの作成・項目記入



シート上にボタン設置

「開発」→「デザインモード」→「挿入」→
「ActiveXボタン」をシート上にドラッグする。
「ボタン」をダブルクリックするとコード画面が開
く。

「ActiveXボタン」は「フォームボタン」
より細やかな設定ができる。VBAでは、
こちらをデザインモードから使用する。



ボタンクリックでフォーム表示 （UF1.Show)



ツールボックス表示

VBE画面でメニュー「表示」
→「ツールボックス」で表示。



ツールボックスの部品

• テキストボックス
ユーザーが文字列や数値を入力するための
コントロールです。

• ラベル
タイトルや処理結果などユーザーフォーム上に文言を
表示するためのコントロールです。

• コマンドボタン
ユーザーが押すことで任意の処理を実行するための
トリガーとなるコントロールです。

• コンボボックス
ユーザーがリスト内から項目を選択したり、任意の値
を入力したりするためのコントロールです。



UserForm 呼び出して表示する方法



ユーザーフォームに名前を付ける

• オブジェクト名→
• UserForm1→Caption

「記録と修正」



マルチページの挿入



ページ名を変更
プロパティの「Caption」項目の値を変更して名称
を変える。



ツールボックスの部品

• テキストボックス
ユーザーが文字列や数値を入力するための
コントロールです。

• ラベル
タイトルや処理結果などユーザーフォーム上に文言を
表示するためのコントロールです。

• コマンドボタン
ユーザーが押すことで任意の処理を実行するための
トリガーとなるコントロールです。

• コンボボックス
ユーザーがリスト内から項目を選択したり、任意の値
を入力したりするためのコントロールです。



部品のプロパティ

• （オブジェクト名） プログラムで使用する名前
• Caption                    フォーム上で使用する名前
• Font 文字種
• FontColor 文字の色
• Height 文字の大きさ
• Picture 画像も表示できます。



テキストボックスを作成



テキストボックスのコードを表示（部品をダブルクリック）



コマンドボタンの設置



コマンドボタンのコードを表示（部品をダブルクリック）



テキストボックの内容をシートに代入
Private Sub CommandButton1_Click()

Range("A1").Value = TextBox1.Text
End Sub



住所録のEXCELシート



住所録のパネル（ユーザーフォーム）

各項目を入力し、「記録を実施」ボタンを押せばシート１の最
後尾に１行追加される。



コンボボックスの都道府県リスト（Sheet2)

Sheet2!A1:A47

シート２のA1セルからA47
セルまでを指定。
北海道から沖縄県まで。



記録ボタンのコードPrivate Sub kiroku_Click()

Dim saigyo as Integer

saigyo = Range("A1048576").End(xlUp).Row

saigyo = saigyo + 1

Range("A" & saigyo).Value = saigyo - 2
Range("B" & saigyo).Value = sei01.Value
Range("C" & saigyo).Value = mei01.Value
Range("D" & saigyo).Value = keishou01.Value
Range("E" & saigyo).Value = renmei01.Value
Range("F" & saigyo).Value = renkei01.Value
Range("G" & saigyo).Value = yubin01.Value
Range("H" & saigyo).Value = todouhu01.Value
Range("I" & saigyo).Value = siku01.Value
Range("J" & saigyo).Value = keitai01.Value
Range("K" & saigyo).Value = kotei01.Value

End Sub

ダイアログボックスの「記録を実施」の
ボタンをダブルクリックすると、
コードボックスが開くので、左記コード
を記入する。

VBAを実行し、ダイアログボックスの
内容を記入し「記録を実施」のボタンを
クリックすると、住所録シートの
最後尾行の下に１行追加される。


